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郵

政

産

業

労

働

者

ユ

ニ

オ

ン

は

１

３

春

闘
で
、
大
幅

賃
上
げ
・
契

約

社

員

の

待

遇

改

善

を

め

ざ

し

た

た

か

っ

て
い
ま
す
。

２

月

に

行

わ
れ
た
「
ス

ト

ラ

イ

キ

権

批

准

投

票
」
は
、
７

９
．
３
３
％

の

高

批

准

に
よ
り
「
ス

ト
権
」
を
確

立

し

ま

し

た
。 今

春
闘
は

デ

フ

レ

不

況

が

続

く

中
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で

労
働
者
・
国
民
の
生
活
が
深
刻
な
事

態
に
直
面
す
る
も
と
で
た
た
か
わ

れ
て
い
ま
す
。
「
内
部
留
保
を
労
働

者
・
国
民
へ
還
元
せ
よ
」

の
声
は
日
増
し
に
高
ま

り
、
政
府
・
財
界
も
無
視

で
き
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ

ン
は
、
札
幌
支
部
な
ど
全

国
の
拠
点
で
の
ス
ト
ラ

イ
キ
を
背
景
に
、
強
力
に

た
た
か
い
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。 

郵
政
Ｇ 

内
部
留
保 

１
０
兆
円
！ 

 

郵
政
グ
ル
ー
プ
の
内
部

留
保
（
資
本
余
剰
金
・
利

益
余
剰
金
・
各
種
引
当

金
）
は
約
２
兆
円
あ
る
こ

と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ

た
。
２
０
１
３
年
３
月
期

中
間
決
算
・
通
期
見
通
し

で
、
判
明
し
た
も
の
。
会

社
は
賃
金
・
時
給
引
き
上

げ
、
正
社
員
化
な
ど
労
働

者
の
要
求
に
こ
た
え
る

十
分
な
体
力
が
あ
り
ま

す 
 

                                       

郵
政
産
業 

ユ
ニ
オ
ン 

さ
っ
ぽ
ろ 

２０１３年 

３月１５日 
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１
３
春
闘
要
求
内
容

《
抜
粋
》 

☆
正
社
員
２
万
円
、
短
時
間
社
員
１

万
円
引
き
上
げ 

☆
再
雇
用
社
員
・
フ
ル
タ
イ
ム
社
員

２
万
円
、
短
時
間
勤
務
社
員
１
万

円
引
き
上
げ 

☆
正
社
員
の
初
任
給
を
大
幅
に
ひ
き

あ
げ
る
こ
と 

☆
期
間
雇
用
社
員
時
間
給
２
０
０
円

引
き
上
げ
、
最
低
千
二
百
円
以
上 

☆
希
望
す
る
非
正
規
社
員
の
正
社
員

化
、
時
給
制
か
ら
月
給
制
へ
の
登

用
要
件
を
抜
本
的
に
緩
和
、
選
考

に
あ
た
っ
て
は
勤
続
年
数
や
熟
練

度
を
加
味
し
た
登
用
要
件
、
時
給

制
か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
再
開 

☆
非
正
規
社
員
の
扶
養
手
当
、
住
宅

手
当
、
寒
冷
地
手
当
な
ど
、
正
社

員
と
同
様
に
支
給 

☆
大
幅
増
員
で
労
働
条
件
の
改
善
を 

☆
金
融
２
社
に
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
義
務
付
け
る
、
株

式
の
売
却
は
行
わ
な
い
こ
と 

      

   
 「

安
倍
政
権
の
要
請
に
応
え
る
」
と

い
う
理
由
で
一
部
の
企
業
で
一
時

金
を
積
み
増
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
連
合
の
古
賀
伸
明

会
長
は
「
政
権
へ
の
親
和
性
が
強
い

企
業
の
動
き
だ
」
と
述
べ
た
。
連
合

内
部
や
傘
下
労
組
か
ら
は
「
労
働
条

件
の
改
善
は
労
使
自
治
で
決
め
る

の
が
基
本
だ
」
と
の
反
発
の
声
も
出

て
い
る
と
い
う
。 

一
時
金
の
前
年
増
の
動
き
は
、

「
内
部
留
保
を
吐
き
出
し
、
賃
上

げ
・
雇
用
改
善
を
」
と
の
、
郵
政
産

業
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
の
全
労
連
の
要

求
や
、
世
論
に
抗
し
き
れ
な
く
な
っ

た
、
大
企
業
経
営
者
の
わ
ず
か
な
譲

歩
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
労
組
が
反

発
と
は
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。 

連
合
労
組
が
反
労
働
者
的
・
反
社

会
的
組
織
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
で

い
よ
い
よ
は
っ
き
り
し
た
。 

 

                       

           

 
 

連
合
本
部 

        

「
労
働
組
合
が

無
能
だ
か
ら
労

働
者
の
給
料
が

上
が
ら
ん
の
だ
」 

麻
生
財
務
相
、 

 


